H20.12.15
（社）農村環境整備センター

平成２０年度　農村環境技術研修 環境教育コースＢ
「田んぼの学校」指導者養成研修（現場指導者コース①）
～参加者募集のご案内～

	


農村での生活体験活動、さまざまな農作業の体験活動、
「田んぼの生きもの調査」などを

安全に楽しく効果的に実施するには、
自然体験活動の指導にかかる知識と技術が必要です。
この研修は、プロの自然体験活動指導者を講師に迎え、

自然体験型の環境学習の手法と効果、
指導者の役割などを学ぶものです。
フィールドでの実習を中心に行いますので、

知識や技術を体験からしっかりと身につけることができます。

（３泊４日合宿形式／講義９時間、実習１４．５時間）

～ 農業農村整備分野、自然体験活動分野等との連携 ～
●農業農村工学会技術者継続教育機構

本研修は、農業農村工学会技術者継続教育機構の認定プログラムに申請中です。本研修のＣＰＤは、２０ポイントとなる見込みです。

●自然体験活動推進協議会（ＣＯＮＥ）

本研修は、ＣＯＮＥリーダー養成事業の認定申請中です。本研修修了者のうち、希望される方は、ＣＯＮＥリーダーとしてＣＯＮＥに登録できることになる見込みです。
●青少年体験活動総合プラン　小学校 長期自然体験活動（子ども農山漁村交流Ｐ関係）
本研修修了者のうち希望される方は、次年度以降、所定の講義（４時間程度）を受講することで、青少年体験活動総合プラン 小学校 長期自然体験活動（子ども農山漁村交流プロジェクト関係）の「全体指導者」として登録できるよう調整を進めています。

●救命救急講習
　　本研修のカリキュラムには、高石消防署による救命救急講習が含まれています。研修修了者には、堺市消防局から救急講習修了証が交付されます。
●「農地・水・環境保全向上対策」

　　本研修の参加にかかる費用の支出は、「農地・水・環境保全向上対策」の経費として認められています。
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１．目　的：
　（社）農村環境整備センターは、平成１１年度から、農業・農村を遊びと学びの場として活用する環境教育「田んぼの学校」にかかわる指導者養成のための研修（基礎コース・応用コース）を実施しています。
　今年度は、「子ども農山漁村交流プロジェクト」開始の流れなどを受け、これまでの研修の構成およびカリキュラムを大幅に見直し、４つのコースの「田んぼの学校」指導者養成研修を実施することとしています。
　本研修は、農業・農村を遊びと学びの場として活用する環境教育活動を実施する際の一般的な手順や留意すべき点、体験活動の指導方法等を理解し、指導者として実施に関わることができる人材を育成することをねらいとするものです。
２．主　催：（社）農村環境整備センター
３．開催日：平成２１年２月１８日（水）１３時３０分　※１３時００分受付開始

～２１日（土）１３時３０分　＜３泊４日合宿＞
４．会　場：大阪府立羽衣青少年センター（大阪府高石市羽衣公園丁）

　　　　　　＜アクセス＞

　南海本線「羽衣」駅、または、ＪＲ羽衣線「東羽衣」駅より徒歩約１５分

※研修３日目「里山のプログラム」は、里山倶楽部フィールド（大阪府南河内郡河南町）に出かけます。
５．対象者：「田んぼの生きもの調査」の実施など、農村地域での体験活動の指導を行う役割を担っていこうとされている方。このような役割を担うことを期待されている方。また、農業・農村を遊びと学びの場として活用する環境教育「田んぼの学校」や「子ども農山漁村交流プロジェクト」に現場指導者として関わっていこうとする方。
６．定員：３０名

７．カリキュラム：P.４～５のとおり

８．受講料：　７０，０００円（宿泊・食事別）
※本研修は合宿形式で行うため、宿泊・食事は当方で一括手配します。
　宿泊・食事は、大阪国際ユースホステルを利用します（研修会場の隣の棟になります）。
【宿泊・食事代】 １６，２５０円
　　　　　　＜内訳＞

宿泊代　　　　　　　　　　@２，８００円×３泊＝８，４００円
　　　　　　　食事代　　１、２日目夜　･･･@ 1，０５０円×２食＝２，１００円
　　　　　　　　　　　　２日目朝・昼、３日目朝、４日目朝・昼
･･･@６３０円×５食＝３，１５０円
　　　　　　　　　　　　３日目夜　　　　　　　　　　　　　 ･･･２，６００円
※３日目の昼は野外実習のため教材費扱いとなります。
　　　　　　　※受講料および宿泊・食事代の納入は指定の銀行口座への振込のみとさせていただきます。受講が決定した方には、振込先を記載した請求書をお送りします。
９．申込み・問合せ：
所定の申込用紙に必要事項を記入の上、ＦＡＸまたはメールにて以下の宛先にお送りください。
             　１月１６日（金）１８：００を締め切りとします。
	 （社）農村環境整備センター　環境教育・広報G　宛
　【 FAX宛先】03-5645-3675
　【メール宛先】kankyou-kg2@acres.jp


申込用紙は、当センターホームページ（http://www.acres.or.jpトップページ「お知らせ」）でダウンロードすることもできます。

お問合せは、（社）農村環境整備センター 環境教育・広報G 森田または加納までお願いします。

TEL　03-5645-3671　　E-mail　kankyou-kg2@acres.jp
１０．申込の受理および受講決定：
　　　　　　　１月末日を目処に受講の可否をご連絡いたします。

環境教育コースＢ（現場指導者コース）①
カリキュラム
【１日目：2月18日（水）】屋内：大阪府立羽衣青少年センター／屋外：羽衣公園
	時間
	講義・実習
	概　要

	13:00～13:30
	受付

	13:30～14:00
	開講式
	主催者挨拶、オリエンテーション

	14:00～14:30
	趣旨説明、スタッフ紹介
	

	14:30～15:30
	アイスブレイク
	活動の導入方法（打ち解け合い）や、参加者を理解することの重要性とその手法について学びます。

	15:30～16:00
	休憩

	16:00～17:00
	「田んぼの学校」について
	「田んぼの学校」の基本的な考え方や理念、全国的な取組み状況などを学びます。

	17:00～18:00
	自然体験活動の理念
	自然体験活動の意義や理念、自然体験活動に関する社会状況、指導者の役割などについて学びます。

	18:00
	入室

	19:00～21:00
	交流会・情報交換会
	参加者同士の学び合いの時間です。参加者それぞれの「田んぼの学校」へのかかわり、活動の課題や悩みなど、自由に情報交換をします。


【２日目：2月19日（木）】屋内：大阪府立羽衣青少年センター／屋外：羽衣公園
	時間
	講義・実習
	概　要

	7:30
	朝食

	9:00～11:00
	自然系環境教育プログラム①
	ネイチャーゲーム(*1)、プロジェクト・ワイルド(*2）等のパッケージプログラムを体験し、自然体験活動の指導法を学びます。

	11:00～12:00
12:00～13:00

13:00～14:00
	自然系環境教育プログラム②
昼食を挟みます
自然系環境教育プログラム②
	「自然観察の指導法」自然の見方など自然体験活動の指導法を学びます。

	14:00～18:00
	リスクマネジメント
	高石消防署の救急講習を受講し、応急処置、救急救命について学ぶとともに、自然体験活動における安全管理の考え方と方法を講義で学びます。

	18:00
	夕食

	19:00～20:00
	事例報告
	「田んぼの学校」の取組み事例を、実践者から報告していただき、プログラムの作り方などを学びます。

	20:00～21:00
	プログラムの計画
	自然体験活動のプログラムづくりの手順やポイントなどについて学び、実際にプログラムを作成します。


(*1) ネイチャーゲーム：1979年米国のナチュラリスト、ジョセフ・コーネル氏により発表された自然体験プログラム。いろいろなゲームを通して、自然の不思議や仕組みを学び、自然と自分が一体であることに気づくことを目的としている。

(*2) プロジェクト・ワイルド：わたしたち人間が、野生生物と共存し、地球環境に良い影響を与えることを目的とする、生き物を題材にした環境教育プログラム。

【３日目：2月20日（金）】朝食、夕食以外は、里山倶楽部フィールド（南河内郡河南町）
	時間
	講義・実習
	概　要

	7:00
	朝食

	8:00
	里山へバス出発

	9:00～13:30
	里山のプログラム①
	里山のくらしをテーマにさまざまな自然体験活動を展開している「里山倶楽部」のフィールドを訪問し、取組みの状況などをうかがいます。また、「里山探訪」「かまど料理」などのプログラムを体験しながら、自然体験活動の基礎技術を学びます。

	13:30～15:30
	里山のプログラム②
	Ａ「炭焼き体験」、Ｂ「バームクーヘンづくり」、Ｃ「里山の自然観察」のうち、いずれかのコースを選択し、引き続き、自然体験活動の基礎技術を学びます。

	15:30～16:30
	里山のプログラムふりかえり
	里山での体験をふりかえり、「自然と人、社会、文化のかかわり」や、自然体験活動の基礎技術について整理します。

	16:30
	　青少年センターへバス出発

	17:30
	青少年センターに帰着・　入浴

	19:00～21:00
	夕食・懇親会
	研修会での体験や人のつながりを深め、共有する時間です。


【４日目：2月21日（土）】屋内：大阪府立羽衣青少年センター
	時間
	講義・実習
	概　要

	7:30
	朝食・チェックアウト

	9:00～11:00
	「田んぼの学校」プログラム発表と相互検討
	２日目の「プログラムの計画」で作成したプログラムを発表し、参加者相互に改善点などについて検討を行います。

	11:00～12:00
	全体のふりかえり
	研修会での体験、学んだ知識や技術を整理します。

	12:00～13:00
	昼食

	13:00～13:30
	閉講式
	

	13:30
	解散


●これまで、自然体験活動等の指導経験がない、あるいは、少ない方を対象としたカリキュラムとしています。研修運営もこのような点から十分に配慮いたしますので、自然体験活動や、体験型の研修に不慣れな方も安心してご参加ください。
●ご参加のみなさんの関心や立場、経験等も考慮し、また体調などもうかがいながら実施しますので、カリキュラムは一部変更することがあります。また、とくに実習部分については、当日の気象状況等によって、変更することがあります。予めご了承ください。
●屋外での実習が多いため、動きやすい服装でご参加ください。防寒対策もご自身でしっかりとなさってください。また、雨天でも基本的に屋外には出ますので、雨具（セパレート型のレインウエアが望ましいです）もご準備ください。

プログラム指導協力団体および主な講師のご紹介


◇プログラム指導協力団体


NPO法人 ナック（NAC）


　　学校教育・社会教育・青少年教育などに専門的に取り組んできた有志などが設立した団体。主に大阪府内のフィールドで青少年の自然体験活動及び環境教育の推進に関する事業や指導者養成事業、指定管理者として野外活動施設運営などを展開している。





◇主な講師


・松尾 博之　NPO法人 ナック（NAC）理事


大阪府立羽衣青少年センター所長、大阪府立総合青少年野外活動センター所長などを歴任。施設運営をはじめボランティア指導者の育成、体験活動事業にも関わる。


現在、河内長野市立青少年活動センター嘱託職員で主催事業など担当（田んぼにかかわる体験活動も実施）。「天見子ども自然とあそびの教室」のコーディネーター、CONEトレーナー養成会講師なども務めている。


　　　　＜資格＞日本キャンプ協会ディレクター1級・自然観察インストラクター・社会教育主事資格・CONEトレーナー2種





・新田　章伸　NPO法人 里山倶楽部 理事


平成11年に江崎グリコ株式会社を依願退職後、自然体験活動・環境教育のプロとして活動を始める。文科省・環境省・大阪府「環境教育リーダー研修基礎講座」、兵庫県「学びの農インストラクター養成講座」等において講師を務めるほか、国立淡路青年の家「環境教育プログラム開発のための委員会」委員長、里山倶楽部主催「里山キッズクラブ」ディレクター、「里山フォーラム」実行委員長などを務める


　　　＜資格＞環境省環境カウンセラー・日本環境教育フォーラム自然学校指導者・CONEトレーナー１種・日本キャンプ協会ディレクター１級・グリーンツーリズムコーディネーター・「田んぼの学校」指導員（コーディネーター）





・杉本　博　　社団法人 大阪自然環境保全協会 指導員


　　　ボーイスカウトカブ隊・シニアスカウト隊の隊長・副育成会長、大阪府連盟プログラム開発委員、寝屋川市「子どもと親の自然体験セミナー」主任講師、明石市立高齢者大学「自然環境部門」講師　などを務める。


　　＜資格＞自然観察指導員・CONEトレーナー１種・キャンプインストラクター
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